












































































予測できる 2種類の球体（257 gの黒球、および 2 gの白球）、と物体の重量を視覚的に
















 第 4 章では、第 2 章と第 3 章の研究結果をもとに、これまでの先行知見を踏まえな
がら総合的に考察し、本研究の意義および今後の展望について述べている。第 2章と第
3章の研究結果は、重力情報が中枢神経系によって、オンラインフィードバック制御プ
ロセスに組み込まれている可能性を示唆し、さらに、上肢に働く重力の作用が上肢の運
動制御に利用されていることを示唆している。本研究の成果は、重力情報がフィードフ
ォワード制御プロセスに組み込まれていることを示唆してきたこれまでの先行研究の
知見に加え、オンラインフィードバック制御プロセスにおいても重力情報が組み込まれ
ている可能性を示した点である。このことは、私たち人間が重力環境下において上肢を
用いた運動を行う際の、運動制御メカニズムに関する新たな学術的知見を加えたと言え
る。さらに、本研究の結果は、鉛直方向への上肢の運動制御において、中枢神経系は上
肢に働く重力の作用を利用して運動の制御を行っている可能性を示唆し、同様の示唆が
為されてきた先行研究を支持すると考えられる。このことから、重力は筋力の一部に代
わり上肢を鉛直下方向に牽引する動力源として利用されていると考えられる。重力を利
用した運動制御の利点は、筋出力に伴う生理学的エネルギー消費を減少させ得る点、さ
らに、運動の正確性を低下させ得る筋出力に伴う信号強度依存ノイズを減少させ得る点
にあると考えられる。本研究の成果は、高い運動パフォーマンスが要求されるスポーツ
の実践と指導の現場において有効に活用され、さらに応用、発展されることが期待され
る。 
